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『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

四
二

（
二
八
六
）

『
微
光
』
総

一
、
総
　
目
　
次

第
一
号
（
大
正
三
年
十
月
二
十
日
）

発
刊
の
辞

『
微
光
』
の
発
刊
を
賛
し

愛
の
話

ニ
ダ
ヤ
の
老
爺

芋五
思
ひ
草

『
微
光
』
の
発
行
を
祝
す

編
輯
便
り

（
マ
マ
）

郷
故
へ

慾
の
話

第
二
号
（
大
正
三
年
十
一
月
二
十
日
）

目
次
と

解
説

臼
倉
甲
子
造

渡
辺
政
太
郎

K
　
　
　
　
　
生

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
著

碧
　
　
浪
　
　
訳

草
　
水
　
山
　
人

岩
脇
み
づ
草

若
林
八
代
子

　
　
　
碧

タ
　
ヌ
　
キ
　
生

K

　
　
　
　
　
（
註
1
）

〈
忍
辱
経
他
の
抜
葦
〉

ヘ
ル
メ
ッ
ト
夫
人

秋鳴
呼
吾
が
村

都
帰
り

発
刊
を
祝
す

〈
短
歌
　
六
首
〉

四
方
の
友
よ
り

一
口
噺

編
輯
便
り

中

村

第
三
号
（
大
正
三
年
十
二
月
二
十
日
）

着
物
の
話

発
刊
を
祝
す

ヘ
ル
メ
ッ
ト
夫
人

勝

範
萩草北碧碧モ
　　　　　ウ
　水　　浪パ
の　風　　ツ
　山　　生サ
　　　　　ン
舎人生浪訳著

斎
藤
兼
次
郎
他

ツ
ム
ジ
曲
生

碧
　
　
　
　
　
浪

霜
　
の
　
里
　
人

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
著

碧
　
浪
　
生
　
訳



晩
秋

さ
ら
ぽ
虚
偽
の
都
よ

自
暴
自
棄
の
友
よ

村
住
居
の
楽
み

微
光
出
づ

発
行
を
祝
す

四
方
の
友
よ
り

編
輯
便
り

へ
歌
一
首
〉

お
仲
間
評
判
記

　
　
　
第
四
号
（
大
正
四
年
一
月
二
十
日
）

ヂ
プ
シ
ー
の
話

神
の
子

土
よ
り
土
に

水
飲
百
姓

戦
争
と
平
和

二
人
の
子
供
の
対
話

北
国
の
冬

貧
の
囚
人

百
姓
の
た
は
ご
と

雑
感

與
太
三
題

　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

　　　ヒレ　　　　　碧ジ
新北霞穿う成野井草タ云．K　　　北　花日微草北幸甲
桜　去抽上水．浪ろ…　　　村笠　　内斐
ン風峰栖釦賜　 碧風碧生與々姻秀窪
　　チフ　　　　　　　　　マ
坊生生訳i南枝郎人生訳ン生　　　生　他八生生生夫人

へ
読
者
か
ら
の
便
り
〉

編
輯
便
り

寄
贈
目
録

　
　
　
第
五
号
（
大
正
四
年
二
月
二
十
日
）

田
吾
作
演
説
の
一
段

神
の
子

山
中
の
生
活

偶
感

梅
ご
よ
み

通
信
欄

妻
の
死
亡
せ
し
友
を
訪
ふ

お
仲
間
評
判
記

　
　
　
第
六
号
（
大
正
四
年
三
月
二
十
日
）

夢
の
話

神
の
子

友
よ
り

〈
歌
一
首
〉

楽
し
き
田
園
生
活

面
白
は
が
き

雑
感

津
軽
林
檎

四
三

　　　　　　　臼ジ　　　　　　　　　碧ジ
（　　　　　 一＿．　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工

二草北員石北孤ムK　　　渡片草北渡久ム北　　　北
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　人生蔵山風生浪ン生　　　生他作生作訳ン生　　　風



『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

希
望

編
集
便
り

寄
贈
目
録

第
七
号
（
大
正
四
年
四
月
二
十
日
）

選
挙
の
話

神
の
子

労
働
詩

二
個
の
怪
物

〈
歌
一
首
〉

闇
に
浮
ぶ
蒼
い
顔

北
海
の
練

清
死

納
屋
の
窓
に

友
よ
り

編
輯
便
り

寄
贈
目
録

　
　
　
　
第
八
号

近
来
の
感
想

破
律

地
上
の
平
和

社
会
劇
・
黒
羅
珠

（
大
正
四
年
五
月
二
十
日
）

北団

　栗

風生

K　　　　　　　　　　．生　　　　　　臼シ
’孤黙甲北幸北北草云K
蓑　海内　倉ろ
41独子2秀風風観
風　　　心　　　　 マ

生生怒生郎夫生生水浪γ生

北
　
　
　
　
　
風

豊
　
　
　
　
　
年

臼
　
倉
　
碧
　
浪

海
　
野
　
幸
　
勝

朝
草

皮
肉
と
謁
刺
の
価
値

自
然
と
人

編
輯
便
り

寄
贈
目
録

四
四

　　　　パ碧北天草二
　　　　八
浪　　 5
北

風風空水

　
　
　
　
第
九
号
（
大
正
四
年
六
月
二
十
日
）

厳
穴
遺
稿
・
入
郷
記

地
上
の
平
和
　
　
　
　
　
　
　
　

臼
倉
碧
浪

田
園
雑
詠

鎮
神
の
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
　
　
　
　
水

田
園
の
友
を
訪
ふ
（
上
）
　
　
北
風

日
本
の
労
働
者
諸
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
田
　
甲
　
八

民
の
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碧
　
　
浪
　
　
訳

海
外
に
在
る
友
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
三
四
郎

ヘ
マ
マ
）

輯
編
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碧
　
浪
、
北
　
風

お
仲
間
評
判
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
　
　
　
風

　
註
1
　
題
名
の
な
い
記
事
は
へ
　
〉
に
し
、
そ
の
中
に
記
事
の
内
容
を
記
し
た
。

　
　
以
下
同
様
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
二
、
冬
の
時
代
の
『
微
光
』

　
明
治
四
十
三
年
五
月
の
「
大
逆
事
件
」
以
後
，
社
会
運
動
は
「
冬
の
時
代
」
、

「
窒
息
の
時
代
」
に
入
つ
た
。
そ
の
中
か
ら
友
愛
会
は
大
正
元
年
八
月
｝
日
に



旗
上
げ
し
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
年
十
月
に
は
大
杉
栄
．

荒
畑
寒
村
が
。
近
代
思
想
』
を
発
刊
し
た
こ
と
も
知
れ
わ
た
つ
て
い
る
。
大
正

三
年
一
月
に
ば
堺
利
彦
に
よ
つ
て
月
刊
文
学
雑
誌
『
へ
ち
ま
の
花
』
が
創
刊
さ

れ
た
こ
と
も
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
で
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
冬
の
時
代
の
社
会
主
義
者
、
労
働
運
動
家
の
活
動
と
い
え
ば
こ
の
程
度
の
こ

と
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
冬
の
時
代
は
社
会
運
動
の
「
窒
息
」
さ
せ
ら
れ
た

時
代
て
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
は
ま
つ
た
く
手
も
足
も
で
な
い
ま
で
に
息
の

根
を
止
め
ら
れ
て
し
ま
つ
た
か
の
ご
と
く
考
え
る
の
か
、
研
究
者
の
こ
の
時
代

の
研
究
は
ま
つ
た
く
空
白
の
ま
ま
に
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
ー

　
し
か
し
な
が
ら
大
逆
事
件
以
後
、
一
段
と
き
び
し
さ
と
精
確
さ
を
増
し
た
当

局
の
調
杏
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
冬
の
時
代
で
も
そ
の
時
代
な
り
の
活
動
が
あ
つ

た
こ
と
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
極
秘
文
書
で
あ
る
『
特
別
要
視

　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

察
人
状
勢
一
斑
　
第
五
』
は
大
正
三
年
七
月
よ
り
同
四
年
六
月
ま
で
の
一
年
間

に
わ
た
る
特
別
要
視
察
人
状
勢
の
一
斑
を
叙
述
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
全
国
に
一
、
二
五
一
名
の
特
別
及
び
準
特
別
要
視
察
人
が
お
つ
た
こ
と
が
記

　
（
註
2
）

録
さ
れ
、
そ
の
主
だ
つ
た
人
々
の
活
動
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
社
会
主
義

者
の
機
関
紙
誌
、
も
し
く
は
機
闘
紙
誌
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
「
同
志
ノ
消

息
ヲ
掲
ケ
或
ハ
普
通
選
挙
ヲ
云
為
シ
或
ハ
資
本
家
労
働
者
階
級
二
関
ス
ル
記
事

ヲ
叙
シ
或
ハ
労
働
者
ノ
状
況
ヲ
述
ヘ
テ
之
力
自
覚
ヲ
促
ス
等
注
意
ヲ
要
ス
ル
記

事
ヲ
掲
載
ス
ル
モ
ノ
砂
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ト
共
二
左
二
其
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

要
項
ヲ
示
ス
コ
ト
・
セ
ン
」
と
し
て
左
の
如
く
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　
左
表
以
外
に
「
東
京
在
庄
者
大
杉
栄
、
荒
畑
勝
三
ノ
発
行
セ
シ
『
近
代
思
想
』

ハ
大
正
三
年
九
月
一
日
廃
刊
号
（
第
二
巻
第
十
一
号
、
第
十
二
号
）
ヲ
出
シ
両
名

　
　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

府
県
爵

東京

爵

名
「
区
分
一

発
重
初
号
発
行
年
月
薩
鵬
緊
重
、

備
　
　
　
　
　
考

東
京
新
聞

日
曜

発
行

明
治
四
十
三
年

九
月

藤
田
　
貞
二

土
倉
　
宗
明

へ
ち
ま
の
花

月
一
回

大
正
三
年
一
月
堺
　
　
利
彦

堺
　
　
タ
メ

微
　
　
光

月
一
回
大
正
三
年
十
月

渡
辺
政
太
郎

臼
倉
甲
子
造

臼
倉
　
静
造

臼
倉
両
名
ハ
兄
弟
ノ
間
柄

ニ
シ
テ
埼
玉
県
在
住
者
ナ

リ

労
働
者

●

月
一
回
大
正
四
年
五
月

大
杉
　
　
栄

荒
畑
　
勝
三

　
　
　
ハ
マ
マ
）

宮
島
　
信
国

吉
川
　
守
国

主
義
宣
伝
ノ
機
関
ト
認
ム

ヘ
キ
モ
ノ

π
い
み
ん

月
一
回

大
正
三
年
七
月
上
田

豊

村
落
通
信

月
二
回

講
早
量

　
｝
し
　
　
ー
　
一

當
釜

　
　
煙

月
一
回
大
正
四
年
五
月

奮
宗
次
郎
一

解
　
　
放

月
一
回
大
正
四
年
四
月

大
杉
　
　
栄

荒
畑
　
勝
三

中
村
勇
次
郎

伊
藤
　
公
敬

主
義
宣
伝
ノ
機
関
ト
認
ム

ヘ
キ
モ
ノ
、
加
藤
治
兵
衛

モ
閃
係
セ
シ
コ
ト
ア
リ
、

大
杉
栄
及
荒
畑
勝
三
、
東

京
在
住
者
ナ
リ

労

阪大疇
i，一

／．

働

名
藥
麹
初
号
発
行
置
礁
緊
重

者

月
一
回
大
正
四
年
五
月

吉宮荒大
川島畑杉

守信；勝

国国5三栄

歪
三
筆
旦
上
田
蟻
善

萌
治
四
＋
五
年

備
主
義
宣
伝
ノ
機
関
ト
認
ム

ヘ
キ
モ
ノ

川奈神

へ
い
み
ん

村
落
通
信

　
煙

月
一
回

月
二
回

月
一
回

」
月

歪
四
年
吾

解

放

月
一
回
大
正
四
年
四
月

高
田
釜

横
田
宗
爺

大
杉
　
　
栄

荒
畑
　
勝
三

中
村
勇
次
郎

伊
藤
　
公
敬

主
義
宣
伝
ノ
機
関
ト
認
ム

ヘ
キ
モ
ノ
、

モ
閃
係
セ
シ
コ
ト
ア
リ

大
杉
栄
及
荒
畑
勝
三
、

京
在
住
者
ナ
リ

ハ
同
年
十
月
十
五
日
ヨ
リ
新
二
『
平
民
新
聞
』
（
月
一
回
）
ヲ
発
刊
セ
シ
カ
是
亦
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詰
4
）

年
三
月
十
五
日
発
行
第
六
号
限
ニ
テ
廃
刊
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
」
と
さ
れ
て
お
り
、

『
近
代
思
想
』
『
平
民
新
聞
』
以
後
は
社
会
主
義
宣
伝
の
機
関
と
し
て
見
る
べ
き

も
の
は
『
解
放
』
お
よ
び
『
労
働
者
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
『
微
光
』
は
社
会
主
義
者
の
機
関
紙
で
は
な
い
が
、
『
へ

ち
ま
の
花
』
と
同
様
に
要
注
意
の
発
行
物
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
つ
た
。

　
『
微
光
』
お
よ
び
　
『
微
光
』
を
発
行
し
て
い
た
臼
倉
甲
子
造
に
対
す
る
当
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
二
八
九
）



　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

の
評
論
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
雑
誌
微
光
ノ
発
行

埼
玉
在
住
臼
倉
甲
子
造
ハ
東
京
在
住
渡
辺
政
太
郎
ト
相
謀
リ
発
行
所
ヲ
東
京

　
二
置
キ
大
正
三
年
十
月
二
十
日
ヨ
リ
「
微
光
」
ト
題
ス
ル
雑
誌
ヲ
発
行
シ
主

　
ト
シ
テ
貧
富
ノ
懸
隔
労
働
問
題
等
二
関
ス
ル
記
事
ヲ
掲
ケ
各
地
ノ
同
志
二
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
力
購
読
方
ヲ
勧
誘
シ
ツ
・
ア
リ

臼
倉
甲
子
造
（
農
業
）
　
ハ
在
京
同
志
二
多
ク
ノ
交
際
ヲ
有
シ
殊
二
近
来
ハ
渡

辺
政
太
郎
ト
深
ク
親
交
ヲ
結
ヒ
同
人
ト
相
謀
リ
テ
大
正
三
年
十
月
二
十
日
ヨ

リ
雑
誌
「
微
光
」
（
発
行
地
東
京
）
ヲ
発
行
シ
貧
富
ノ
懸
隔
労
働
問
題
等
二
関

ス
ル
記
事
ヲ
掲
ケ
広
ク
同
志
間
二
之
ヲ
頒
布
シ
居
リ
シ
カ
同
四
年
五
月
二
＋

日
第
八
号
発
行
後
廃
刊
ノ
状
態
二
在
リ
、
本
人
ハ
大
正
五
年
一
月
三
十
日
夜

弟
静
造
（
無
職
）
力
自
宅
二
於
テ
小
学
生
徒
十
数
名
二
対
シ
羅
馬
字
ノ
教
授

中
陰
謀
事
件
刑
死
者
幸
徳
伝
次
郎
ノ
写
真
ヲ
示
シ
「
之
ハ
幸
徳
秋
水
ト
称
ス

ル
偉
人
ナ
リ
嚢
年
死
刑
二
処
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
全
国
第
一
位
二
在
リ
シ
人
物
ニ

テ
巡
査
十
数
名
ヲ
殺
シ
国
家
ノ
為
二
尽
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
吾
々
ノ
敬
慕
シ

居
リ
タ
ル
此
ノ
人
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ハ
誠
二
遺
憾
ナ
リ
云
々
」
ト
説
キ
タ
ル
後
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

上
ハ
決
シ
テ
ロ
外
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
堅
ク
児
童
ヲ
戒
メ
タ
リ

　
右
の
当
局
の
調
査
書
中
二
点
に
つ
き
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
『
微

光
』
は
大
正
四
年
五
月
二
十
日
の
第
八
号
で
廃
刊
と
な
つ
て
い
る
が
、
大
正
四

年
六
月
二
十
日
に
第
九
号
を
出
し
、
こ
れ
で
廃
刊
さ
れ
た
．
第
二
点
は
臼
倉
甲

子
造
は
弟
静
造
宅
に
小
学
生
を
集
め
幸
徳
を
全
国
第
一
位
の
人
物
な
り
と
説
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
二
九
〇
）

た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
無
根
で
あ
る
よ
う
だ
。
臼
倉
氏
は
「
私
の
弟
で
社

会
主
義
者
だ
つ
た
静
造
が
一
や
つ
て
い
た
塾
で
、
ユ
ー
ゴ
の
『
あ
あ
無
情
』
を
例

に
あ
げ
、
如
何
に
努
力
し
て
も
世
間
と
い
う
の
は
つ
め
た
い
も
の
だ
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
説
明
し
た
が
．
幸
徳
に
つ
い
て
し
や
べ
つ
た
こ
と
も
な
い
。
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

そ
ん
な
こ
と
を
子
供
に
話
し
た
つ
て
わ
か
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
つ
て
い
る
。

　
註
1
　
近
代
日
本
史
料
研
究
会
編
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
斑
　
続
一
』
（
明
治

　
　
文
献
資
料
刊
行
会
　
昭
和
三
十
四
年
五
月
）

註註註註註註
765432労

働
部
労
政
課

●

右
同
　
一
七
頁

右
同
　
一
八
頁

右
同

右
同
　
一
一
四
－
五
頁

右
同
　
二
七
〇
頁

埼
玉
県
労
働
部
労
政
課
編
『
埼
玉
県
労
働
運
動
史

　
　
　
　
昭
和
四
十
年
一
月
）
六
一
頁

戦
前
編
し
一
（
埼
玉
県

三
、
臼
倉
甲
子
造
と

　
　
『
微
光
』
発
刊
か
ら
廃
刊
ま
で

　
『
微
光
』
は
、
大
正
三
年
十
月
二
十
日
の
日
付
を
も
つ
て
創
刊
号
が
出
さ
れ

た
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
四
頁
で
あ
つ
た
。
創
刊
号
四
頁
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
一
部
郵
税
共
二
銭
　
十
部
同
十
五
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
本
紙
定
価
　
二
十
部
同
三
十
銭
　
五
十
＋
部
同
五
十
銭

　
　
　
　
　
　
一
ケ
年
分
前
金
二
十
銭



広
告
料
　
一
回
一
行
十
八
字
詰
二
十
銭

大
正
三
年
十
月
十
六
日
印
刷
　
同
十
月
二
十
日
発
行

　
　
　
　
東
京
市
小
石
川
区
指
ケ
谷
町
三
番
地

発
行
兼
編
輯
人
　
臼
倉
甲
子
造

印
刷
人

印
刷
所

発
行
所

同
　
所
　
　
番
　
地

　
　
　
渡
辺
政
太
郎

同
　
所
　
　
番
　
地

　
　
　
進
々
堂
印
刷
所

同
　
所

微
　
　
光
　
　
社

　
第
二
号
「
編
輯
便
り
」
に
は
「
執
筆
者
が
田
舎
で
、
発
行
所
が
東
京
と
云
う

の
で
、
一
寸
お
か
し
く
感
ず
る
方
も
あ
り
ま
し
よ
う
、
こ
れ
は
種
々
手
続
き
の

都
合
上
な
の
で
執
筆
者
は
左
記
の
所
に
居
る
の
で
す
か
ら
ド
シ
ド
シ
御
投
書
あ

ら
ん
事
を
、
ま
た
御
通
知
を
願
い
た
い
。
埼
玉
県
北
足
立
郡
片
柳
村
字
東
新
井

微
光
社
」
と
あ
る
。
東
京
小
石
川
の
場
所
は
発
行
人
の
渡
辺
の
所
番
地
で
あ
り
、

埼
玉
県
の
片
柳
村
の
場
所
は
臼
倉
甲
子
造
の
所
番
地
で
あ
る
．

　
以
上
の
点
か
ら
見
て
も
す
で
に
か
な
り
は
つ
き
り
す
る
よ
う
に
『
微
光
』
を

出
す
に
あ
た
つ
て
そ
の
主
役
を
つ
と
め
た
の
は
臼
倉
甲
子
造
で
あ
る
。
臼
倉
甲

子
造
が
『
微
光
』
を
出
す
に
至
つ
た
事
情
を
知
る
前
に
、
ま
ず
彼
の
略
歴
を
示

（
註
1
）

そ
う
。

　
明
2
0
・
1
0
・
2
0
　
埼
玉
県
北
足
立
郡
片
柳
村
（
現
大
宮
市
）
大
字
東
新
井
三

　
　
　
　
司
微
光
』
総
目
次
と
解
説

40　37

10　3

20

41　41　41　41　41　40

6　5　5　4　3　末
　　　　

15ろ152518
二
三
ノ
ニ
に
生
る
。
生
家
七
町
歩
の
地
主
兼
自
作
農
。

早
稲
田
中
学
卒
業
。

『
社
会
新
聞
』
に
「
埼
玉
県
東
新
井
よ
り
」
を
投
稿
、
北

足
立
郡
甘
藷
商
組
合
が
農
民
よ
り
俵
代
を
徴
収
す
る
こ
と

に
抗
議
。

週
刊
『
社
会
新
聞
』

『
東
京
社
会
新
聞
』

『
東
京
社
会
新
聞
』

『
東
京
社
会
新
聞
』

『
東
京
社
会
新
聞
』

『
社
会
新
聞
』
に

41

・
1
1
～
1
2
ご
ろ
　
社
会
新
聞
社
及
び
世
界
婦
人
社
へ
、

　
　
　
　
　
　
一
俵
を
寄
付
。

42

・
1
・
5
　
本
郷
区
金
助
町
で
お
こ
な
わ
れ
た
社
会
主
義
青
年
団
新
年

　
　
　
　
　
宴
会
に
出
席
．

42

・
1
・
5
　
　
『
世
界
婦
人
』
に
投
稿
（
手
紙
）
。

42

・
1
初
旬
　
「
平
民
夜
学
会
」
作
る
。

42

・
1
・
1
5
　
　
『
平
民
の
友
i
く
ら
し
を
楽
に
す
る
法
1
』
発
行
。

42

・
1
・
2
3
　
右
著
発
行
禁
止
及
び
差
押
処
分
を
受
く
。

42

・
6
ご
ろ
よ
り
　
常
時
尾
行
の
大
宮
署
の
巡
査
二
名
つ
く
。
大
正
五
、

　
　
　
　
　
　
六
年
ま
で
つ
づ
く
。

43

・
5
上
旬
　
赤
羽
一
『
農
民
の
福
音
』
を
発
行
し
逃
走
中
一
泊
す
。
『
乱

　
　
　
　
　
　
雲
驚
濤
』
と
題
す
る
赤
羽
の
草
稿
を
受
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
二
九
一
）

に
維
持
金
と
し
て
一
円
寄
付
。

へ
一
円
並
に
上
茶
一
包
を
寄
附
。

に
「
貧
乏
は
不
道
徳
也
？
」
を
投
稿
。

に
コ
戸
十
九
円
」
を
投
稿
。

へ
四
十
七
銭
を
寄
付
。

「
同
志
の
声
」
を
投
稿
．

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
ま
い
も
各



　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

　
大
3
・
1
0
・
2
0
弟
静
造
、
渡
辺
政
太
郎
と
共
に
月
刊
紙
『
微
光
』
第
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
。

　
　
3
～
4
ご
ろ
　
大
杉
・
荒
畑
ら
の
新
聞
発
行
計
画
に
対
し
五
十
銭
を
寄
附
．

　
　
4
～
5
ご
ろ
　
運
動
が
つ
づ
け
ら
れ
ず
、
農
事
と
読
書
の
生
活
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
健
在
。

　
こ
の
略
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
臼
倉
甲
子
造
は
明
治
社
会
主
義
者
の
一
人

で
あ
り
、
大
逆
事
件
後
の
冬
の
時
代
の
な
か
に
あ
つ
て
、
な
お
節
を
曲
げ
な
か

つ
た
も
の
の
一
人
で
あ
る
．
臼
倉
は
堺
利
彦
ら
の
出
し
て
い
た
『
へ
ち
ま
の
花
』

が
送
ら
れ
て
き
た
と
き
「
生
き
て
い
て
よ
か
つ
た
」
と
い
う
こ
と
と
「
シ
ッ
ポ

を
つ
か
ま
れ
ま
い
」
と
い
う
こ
と
を
同
時
に
瞬
間
に
感
じ
た
と
い
う
（
筆
者
の

ぎ
き
と
り
。
い
か
「
談
」
と
省
略
）
。
ま
た
こ
の
『
へ
ち
ま
の
花
』
が
刺
激
に
な
り

自
分
で
も
な
に
か
出
そ
う
と
考
え
、
そ
れ
が
『
微
光
』
発
行
に
な
つ
た
（
談
）
。

　
『
微
光
』
は
毎
号
三
千
部
郁
刷
し
た
が
、
　
一
回
印
刷
し
発
行
す
る
の
に
十
五

円
の
資
金
が
必
要
で
あ
つ
た
．
・
て
の
十
五
円
は
臼
倉
一
人
で
全
額
負
担
し
た

が
、
そ
れ
は
米
一
俵
売
れ
ば
十
分
で
あ
つ
た
。
こ
の
土
地
の
三
大
地
主
の
二
番

目
の
地
主
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
数
え
年
二
十
三
歳
の
時
か
ら
土
地
の
監
理

を
し
て
き
た
臼
倉
に
と
つ
て
は
『
微
光
』
を
一
号
出
す
ご
と
に
一
俵
の
米
を
売

る
の
は
そ
う
苦
し
い
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
社
会
主
義
を
信
奉
す
る
彼
は
、
他

の
地
主
の
半
分
の
年
貢
し
か
小
作
人
か
ら
と
ら
な
か
つ
た
の
で
小
作
料
と
し
て

入
つ
た
の
は
田
圃
か
ら
米
百
俵
、
畑
か
ら
六
十
円
の
金
納
で
あ
つ
た
（
談
）
。

　
三
千
部
の
『
微
光
』
は
、
ほ
と
ん
ど
渡
辺
政
太
郎
に
よ
り
各
地
の
同
志
に
配

布
さ
れ
た
。
臼
倉
は
金
を
出
し
、
原
稿
を
書
く
方
だ
け
を
や
り
配
布
に
は
タ
ッ

チ
し
な
か
つ
た
．
第
九
号
で
廃
刊
し
た
の
は
、
役
場
に
つ
と
め
て
い
る
臼
倉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
二
九
二
）

父
に
圧
迫
が
加
わ
り
、
父
に
泣
き
つ
か
れ
て
止
め
た
の
で
あ
つ
て
、
資
金
的
に

困
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
（
談
）
。
な
お
、
臼
倉
の
家
の
中
に
村
役
場
が
あ
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

父
は
こ
こ
の
書
記
、
臼
倉
の
妻
の
兄
は
収
入
役
で
あ
つ
た
。

　
註
1
　
臼
倉
の
略
歴
に
つ
い
て
は
前
掲
『
埼
玉
県
労
働
運
動
史
（
戦
前
篇
）
』
（
六

　
　
二
－
三
頁
）
、
及
び
社
団
法
人
中
小
企
業
労
働
福
祉
協
会
『
臼
倉
甲
子
造
氏
略
歴
』

　
　
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
）
に
よ
る
．
い
ず
れ
も
渡
辺
悦
次
氏
の
労
作
。

　
註
2
　
臼
倉
甲
子
造
の
伝
記
は
わ
れ
わ
れ
同
学
の
者
に
よ
り
ま
と
め
て
い
る
。
近

　
　
く
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
、
『
微
光
』
の
思
想

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
斑
』
に
は
、
『
微
光
』
は

「
貧
富
ノ
懸
隔
労
働
問
題
二
関
ス
ル
記
事
ヲ
掲
ケ
」
と
あ
る
。
社
会
主
義
者
の

発
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
貧
富
の
懸
隔
、
労
働
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
の
は

当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
時
代
は
そ
れ
を
率
直
に
表
現
で
き
る
も
の
で
は
な
か

つ
た
。

　
　
　
　
発
刊
の
辞

　
　
大
抵
、
何
か
発
刊
す
る
と
其
の
雑
誌
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
為
め
に
何

　
か
書
く
、
そ
こ
で
本
誌
も
、
ま
た
人
並
に
書
く
こ
と
～
し
た
。

　
　
印
刷
所
の
進
歩
が
此
の
頃
は
非
常
に
眼
立
つ
て
来
て
、
草
深
い
田
舎
の
隅

　
に
も
何
か
の
印
刷
物
が
必
ら
ず
あ
る
、
又
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
数
は
ウ
ジ

　
ャ
く
す
る
程
あ
る
の
で
、
本
誌
の
如
き
が
其
仲
問
入
を
為
し
た
ら
ぽ
、
又

　
か
と
ウ
ン
ザ
リ
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
何
う
せ
数
の
有
り
つ
い
で
だ
、
読

　
者
の
お
慰
み
、
鼻
紙
の
代
用
位
に
は
成
る
で
有
ろ
う
と
情
け
な
い
様
な
此
の



雑
誌
を
出
す
こ
と
瓦
し
た
。

　
比
の
雑
誌
の
目
的
は
、
田
舎
の
青
年
、
少
年
達
の
遊
び
道
具
と
し
て
、
出

来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
マ
ア
無
主
義
、
無
方
針
と
で
も
い
う
訳
で
あ
る
、

可
成
り
思
い
切
つ
て
フ
ラ
ー
～
乎
と
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

　
併
し
本
誌
は
他
の
雑
誌
と
違
い
決
し
て
他
か
ら
手
を
出
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
、
一
言
一
句
執
筆
者
が
責
任
を
負
う
て
書
く
の
で
あ
る
、
貧
弱
な
頭
か
ら

ヒ
ネ
リ
出
す
の
で
あ
る
か
ら
お
気
に
向
か
ぬ
こ
と
が
無
い
で
も
な
い
。
其
の

節
は
切
に
読
者
諸
君
の
お
教
を
希
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
倉
甲
子
造
誌

　
「
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
数
は
ウ
ジ
ャ
く
す
る
程
あ
る
の
で
、
本
誌
の
如
ぎ

が
其
の
仲
間
入
を
為
し
た
ら
ば
、
又
か
と
ウ
ン
ザ
リ
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

何
う
せ
数
の
有
り
つ
い
で
だ
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
『
へ
ち
ま
の
花
』
創
刊
号
の

「
序
」
（
堺
利
彦
）
の
冒
頭
の
「
文
学
雑
誌
と
い
う
者
は
殆
ん
ど
数
え
き
れ
ぬ
ほ

ど
あ
る
。
其
上
に
又
一
つ
ふ
や
す
の
か
と
思
え
ば
ウ
ン
ザ
リ
す
る
が
、
然
し
百

あ
る
も
の
が
百
一
つ
に
な
つ
た
か
ら
と
て
、
重
荷
に
小
付
、
大
し
た
邪
魔
に
も

な
る
ま
い
」
と
い
う
文
字
と
似
て
い
る
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
『
微
光
』
は
田
舎
の
青
年
、
少
年
達
の
遊
び
道
具
と
し

て
出
来
た
も
の
で
あ
る
、
「
マ
ア
無
主
義
、
無
方
針
と
で
も
い
う
訳
で
あ
る
」

と
「
発
刊
の
辞
」
で
述
べ
て
い
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
無
主
義
、
無
方
針
で

『
微
光
』
を
は
じ
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
臼
倉
甲
子
造
の
談
を
待
つ
ま
で
も
な

く
「
こ
の
頃
は
、
社
会
主
義
の
思
想
や
方
針
を
出
せ
る
も
の
で
な
く
、
余
計
な

弾
圧
を
避
け
る
た
め
に
無
主
義
、
無
方
針
と
い
う
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
し
た
し

　
　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

（
談
）
の
で
あ
つ
た
。
創
刊
号
の
「
編
輯
便
り
」
に
は
「
元
来
此
の
雑
誌
は
田
舎

の
青
年
が
農
業
の
合
間
合
間
に
観
、
聞
し
た
感
じ
や
、
僅
か
に
読
書
か
ら
得
た

貧
弱
な
知
識
を
以
て
楽
し
み
半
分
に
出
来
た
云
わ
ば
手
習
い
草
紙
な
の
だ
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
も
弾
圧
の
手
を
逃
れ
る
た
め
の
煙
幕
で
あ
る
。
『
へ
ち
ま
の
花
』

は
『
微
光
』
第
一
、
二
号
を
紹
介
し
て
「
小
雑
誌
の
仲
間
に
は
文
学
的
の
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

宗
教
的
の
者
が
多
い
が
、
是
は
社
会
趣
味
の
多
い
所
が
特
色
だ
」
と
評
し
た
。

「
社
会
趣
味
」
と
は
社
会
的
な
問
題
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
ま
つ
た
く
そ
の
通
り
で
た
だ
の
「
無
主
義
、
無
方
針
」
あ
る
い
は

「
手
習
い
草
紙
」
で
は
な
い
。

　
た
と
え
ば
創
刊
号
「
愛
の
話
」
（
第
一
面
掲
載
）
で
は
、
男
女
の
愛
を
語
る
か

の
ご
と
き
筆
運
び
で
は
じ
ま
り
、
後
半
か
ら
「
ス
ウ
イ
デ
ン
で
大
同
盟
罷
工
を

遣
つ
た
時
嶋
合
衆
国
か
ら
大
し
た
金
品
を
送
つ
た
と
云
う
、
木
内
宗
五
郎
は

下
総
佐
倉
領
三
百
八
十
九
ケ
村
の
為
め
礫
刑
に
遇
た
と
い
う
、
皆
、
之
れ
は
自

身
よ
り
も
人
類
を
愛
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
「
社
会
趣
味
」
に
転
じ
、
結
論
は

「
尊
き
愛
ど
云
う
の
は
、
相
思
の
男
女
を
自
由
に
抱
合
せ
し
め
よ
、
人
を
し
て

貧
に
泣
し
む
る
勿
れ
、
人
類
間
に
大
な
る
争
い
を
絶
た
し
め
よ
」
と
な
つ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
社
会
主
義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
者
が
冬
の
時

代
に
主
張
し
て
い
る
『
微
光
』
は
．
『
へ
ち
ま
の
花
』
の
主
張
よ
り
鋭
い
こ
と

は
あ
つ
て
も
、
『
へ
ち
ま
の
花
』
以
下
の
主
張
し
か
し
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

　
第
二
号
巻
頭
の
「
慾
の
話
」
も
、
「
第
一
に
吾
人
は
充
分
の
食
物
と
適
度
の

労
働
と
を
要
求
す
る
．
第
二
に
は
総
て
の
肉
体
の
自
由
と
、
心
意
の
自
由
と
を

望
む
．
第
三
に
は
互
に
相
愛
す
る
男
女
の
交
り
に
就
い
て
家
庭
内
の
圧
迫
に
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
二
九
三
）



　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

ら
う
。
是
れ
で
何
と
や
ら
人
間
一
疋
が
生
き
て
行
か
れ
そ
う
で
あ
る
」
と
ま
ず

三
つ
の
慾
を
分
類
す
る
。
そ
し
て
第
三
の
男
女
の
自
由
な
交
り
か
ら
説
き
あ
か

し
、
第
二
の
慾
に
言
及
す
る
と
い
x
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
「
第

二
の
如
ぎ
慾
を
考
え
る
と
頭
の
中
か
ら
出
て
来
る
も
の
は
平
和
と
云
う
字
で
あ

る
。
人
類
が
隣
同
士
で
喧
嘩
ば
か
り
仕
て
居
る
の
も
他
か
ら
見
て
あ
ま
り
好
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
人
類
の
最
後
の
目
的
と
す
る
所
は
喧
嘩
で
は
な
い
又
其

の
た
め
に
生
き
て
居
る
の
で
も
無
け
れ
ぽ
夫
れ
を
製
造
し
て
る
の
で
も
な
い
、

と
す
る
と
家
と
か
国
と
か
の
垣
を
取
つ
て
し
ま
つ
て
（
精
神
的
に
し
）
ノ
ン
ビ

リ
と
し
た
心
持
で
勝
手
気
儘
に
遊
べ
る
様
に
し
た
い
で
は
な
い
か
。
改
め
て
云

う
が
、
平
和
の
慾
を
増
長
さ
す
こ
と
が
肉
体
に
も
又
精
神
に
も
自
由
を
得
る
根

元
と
な
り
は
せ
ま
い
か
？
」
と
平
和
の
間
題
に
ま
で
言
及
す
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
適
度
の
労
働
と
充
分
の
食
物
を
人
間
に
与
え
る
と
い
う
第
一
の
点
に
つ
い

て
は
、
い
ま
述
べ
た
「
平
和
手
段
を
今
少
し
く
大
ぎ
く
拡
げ
て
考
え
る
と
、
其

所
に
微
か
な
目
的
の
光
り
が
眼
に
写
る
。
即
ち
手
前
慾
を
取
つ
て
仕
舞
つ
て
共

に
働
ら
き
、
共
に
喰
ら
い
、
共
に
哀
し
み
、
共
に
楽
し
む
心
が
人
類
の
全
体
に

行
き
渡
れ
ば
左
程
難
事
で
は
な
い
ら
し
い
。
重
ね
て
云
う
が
、
慎
し
む
べ
き
は

自
分
計
り
生
活
し
て
行
こ
う
、
利
口
に
な
ろ
う
．
性
慾
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
云

う
手
前
慾
で
あ
る
、
手
前
慾
は
引
い
て
は
人
類
を
も
社
会
を
も
乱
だ
す
原
動
力

と
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
利
己
心
を
押
え
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
労
働
と
食
物
に
事
欠
く
者
に
利
己
心
を
す
て
よ
と
い
つ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
慾
の
話
と
い
う
題
の
も
と
に
世
界
の
平
和
、

国
境
の
撤
廃
、
持
て
る
者
の
利
己
心
の
攻
撃
を
展
開
す
る
こ
の
筆
法
は
「
無
主

義
、
無
方
針
」
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
二
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

　
第
三
号
巻
頭
の
「
着
物
の
話
」
は
、
た
だ
衣
服
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
。
不
都
合
な
着
物
と
し
て
「
人
間
が
人
間
を
着
物
と
す
る
こ
と
で
あ

る
．
即
ち
、
遊
ん
で
居
て
他
の
働
ら
い
た
も
の
で
生
き
行
こ
う
と
云
う
、
図
々

し
い
考
え
を
何
と
か
名
を
変
え
手
を
変
え
て
働
ら
か
せ
よ
う
と
す
る
、
夫
れ
で

昔
か
ら
種
々
の
名
に
依
つ
て
現
わ
れ
て
来
た
の
が
主
人
と
家
来
、
傭
者
と
被
傭

者
、
治
者
と
被
治
者
等
の
詞
で
、
巧
み
に
人
間
を
使
う
て
居
る
」
を
あ
げ
る
。

す
な
わ
ち
自
分
で
は
働
か
な
い
で
搾
取
に
よ
つ
て
生
き
て
い
る
者
は
人
間
の
着

物
を
き
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
着
物
を
不
平
均
に
着

て
い
て
、
そ
の
差
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
ど
う
か
。

　
「
其
の
為
め
に
総
て
の
着
物
が
部
分
く
に
時
々
ス
ト
ラ
イ
キ
を
初
め
る
こ

　
と
と
な
る
。
山
林
の
乱
伐
が
洪
水
と
成
つ
て
人
を
苦
し
め
鉱
毒
と
一
緒
に
成

　
つ
て
人
を
殺
す
の
も
山
林
が
全
裸
に
さ
れ
た
恨
み
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
．

　
田
畑
の
荒
廃
に
帰
す
る
様
に
成
る
の
も
．
沙
漢
の
如
き
田
舎
の
堅
く
る
し
き

　
生
活
か
ら
逃
れ
て
、
花
や
か
な
都
会
の
暮
し
に
憧
憬
る
玉
青
年
や
、
娘
の
如

　
き
、
地
主
の
手
か
ら
逃
る
x
小
作
人
や
、
虎
の
如
き
税
吏
に
追
わ
る
玉
中
流

　
民
や
の
無
言
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
語
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
き
男
女
が
各
家

　
庭
に
於
て
年
長
者
に
反
抗
す
る
様
に
な
る
の
も
、
自
己
の
時
代
を
の
み
考
え

　
て
、
若
き
も
の
を
も
其
の
時
代
に
引
込
掛
う
と
す
る
、
圧
制
と
放
縦
の
鞭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
使
用
を
間
違
い
た
時
に
起
る
ス
ト
テ
イ
キ
で
あ
る
。
傭
者
と
被
傭
者
や
、
治

　
者
と
被
治
者
の
間
と
し
て
も
、
日
本
の
現
状
は
目
の
ツ
ン
ボ
な
る
私
に
は
分

　
ら
な
い
が
、
欧
米
諸
国
に
於
け
る
工
場
や
鉱
山
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
、
政
府
反

　
対
の
騒
ぎ
な
ど
が
時
々
新
聞
紙
に
見
え
る
の
を
持
つ
て
し
て
も
、
其
の
間
柄

　
が
円
く
行
か
な
い
の
で
あ
ろ
柔
・
．
第
一
彼
等
が
生
意
気
千
万
に
も
富
豪
や
政



　
府
に
向
つ
て
要
求
す
る
の
も
彼
等
に
取
つ
て
は
尤
も
必
要
な
巳
つ
無
げ
れ
ぽ

　
な
ら
ね
モ
ノ
が
欲
し
い
か
ら
で
あ
る
、
即
ち
着
物
が
欲
し
い
か
ら
で
あ
る
。

と
社
会
を
批
判
す
る
こ
と
き
び
し
い
。
「
斯
う
考
え
て
来
る
と
、
自
然
の
着
物

は
人
間
を
幸
福
に
導
き
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
人
間
を
禍
い
せ
な
い
、
唯
、
人
間

が
猿
智
恵
を
出
し
て
製
ら
え
た
着
物
の
み
が
人
間
を
苦
」
め
る
様
だ
」
と
い
う
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
現
社
会
の
批
判
、
現
社
会
の
改
革
を
め
ざ
す
視
坐
か
ら
放
た

れ
る
言
葉
で
あ
る
．

　
第
六
号
巻
頭
の
「
夢
の
話
」
は
臼
倉
甲
子
造
の
理
想
国
像
を
夢
に
託
し
て
書

い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
「
（
前
略
）
　
一
見
し
て
温
和
な
老
人
と
訳
る
様
な
態
度
で
微
か
に
笑
を
持
つ

　
て
私
を
見
た
、
『
俺
は
此
の
部
落
で
の
老
人
だ
が
、
君
の
云
う
賃
銀
と
云
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
マ
マ
）

　
言
葉
は
俺
の
祖
父
時
代
に
用
い
た
甚
だ
妙
な
も
の
と
云
わ
れ
て
居
つ
た
、
詞

　
で
あ
る
、
併
し
君
の
様
な
二
百
年
も
古
い
詞
を
使
う
て
は
今
一
寸
俺
で
も
訳

　
か
る
ま
い
か
ら
、
今
日
は
ユ
ッ
ク
リ
休
ん
で
明
日
に
な
つ
た
ら
話
し
て
遣
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
よ
』
と
其
夜
私
は
寝
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
、
朝
の
気
笛
で
床
を
出
る
と
、

　
向
う
の
小
屋
か
ら
ズ
ッ
く
と
変
な
音
が
す
る
、
事
務
員
に
聞
く
と
是
れ
は

　
朝
飯
前
に
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
の
男
女
が
縄
や
蒲
を
織
つ
て
居
る
の
だ
と
云

　
う
、
夫
で
は
其
の
外
の
男
女
は
何
う
す
る
か
と
聞
と
、
二
十
歳
以
下
の
男
女

　
は
自
分
の
好
む
学
問
を
学
ぶ
の
で
あ
る
、
併
し
夫
も
無
理
に
学
ぽ
な
い
で
も

　
宜
い
の
で
、
其
の
変
り
に
野
良
仕
事
を
手
伝
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
又
三
十
歳
以

　
上
五
十
歳
以
下
の
男
女
は
今
日
の
仕
事
の
準
備
を
す
る
、
斯
く
て
三
十
分
の

　
後
に
は
二
十
歳
よ
り
五
十
歳
迄
の
男
女
が
田
圃
に
働
ら
く
の
で
あ
る
、
ス
ル

　
ト
ニ
十
歳
位
で
総
て
の
学
問
は
仕
上
る
も
の
か
と
聞
く
と
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
つ

　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

　
て
．
左
様
七
歳
よ
り
十
三
ケ
年
間
に
は
大
概
は
覚
え
て
仕
舞
う
、
尤
も
教
師

　
は
数
多
く
は
入
用
な
い
か
ら
、
先
づ
三
四
十
人
に
一
人
も
居
れ
ば
沢
山
だ
、

　
又
好
く
し
た
も
の
で
、
教
師
様
よ
り
働
ら
く
方
が
面
白
い
と
云
う
の
で
、
大

　
抵
は
労
働
者
に
な
る
の
で
教
師
に
な
る
人
を
選
挙
す
る
様
な
こ
と
が
起
る
、

　
選
挙
さ
れ
た
人
は
仕
方
が
無
い
か
ら
、
人
類
の
幸
福
を
増
す
学
問
を
撰
ん
で
、

　
十
年
或
は
十
五
年
も
勉
強
す
る
、
で
村
に
帰
つ
て
児
童
を
教
育
す
る
の
だ
、

　
教
師
の
年
頃
は
大
抵
五
十
歳
位
で
休
め
る
の
だ
が
、
中
に
は
面
白
か
ろ
う
と

　
云
う
て
自
分
の
研
究
の
傍
ら
六
十
歳
以
上
も
務
め
て
居
る
者
も
少
く
な
い
、

　
次
に
三
階
の
屋
根
の
上
に
一
寸
五
十
坪
の
広
場
に
な
つ
た
処
に
案
内
さ
れ

　
て
、
語
る
に
は
、
向
う
の
丘
の
麓
に
五
六
の
建
物
が
学
校
で
あ
る
、
初
め
四

　
年
間
は
初
歩
の
学
を
教
え
、
次
の
五
年
間
で
高
等
科
の
学
問
を
教
え
、
末
の

　
年
限
に
は
自
分
の
好
き
な
科
目
を
教
わ
る
こ
と
x
な
る
。
是
れ
は
大
変
の
次

　
第
で
、
私
に
は
少
し
も
訳
ら
な
く
な
つ
て
来
た
、
次
に
聞
い
た
の
は
農
業
の

　
ヤ
リ
方
で
あ
る
、
其
答
に
は
、
以
前
は
馬
を
用
い
た
が
今
で
は
専
ら
自
動
車

　
を
用
い
た
為
め
に
三
倍
も
仕
事
が
出
来
る
様
に
な
つ
て
来
た
、
為
め
に
男
女

　
の
働
ら
き
時
間
は
朝
七
時
よ
り
正
午
迄
で
沢
山
だ
と
云
う
、
皆
が
働
ら
く
と

　
云
う
こ
と
が
私
に
は
妙
に
聞
え
る
の
で
、
何
処
の
家
が
一
番
の
働
ら
き
者
だ

　
と
聞
く
と
、
何
だ
と
怒
り
出
し
て
、
貴
様
は
地
球
上
の
モ
ノ
で
あ
る
ま
い
、

　
地
球
上
の
人
類
が
左
様
な
こ
と
を
云
う
筈
が
な
い
…
…
ポ
カ
ッ
…
…
ポ
カ
ッ

　
ア
ア
痛
い
目
が
醒
め
た
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
『
微
光
』
は
こ
の
よ
う
に
社
会
批
判
を
含
ん
で
い
た
の
で
当
局
は
『
微
光
』

読
者
に
対
し
て
干
渉
を
し
は
じ
め
た
。
「
近
頃
吋
微
光
』
は
危
険
思
想
の
鼓
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
二
必
五
）



　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

者
だ
か
ら
ア
ン
ナ
も
の
は
読
ま
ぬ
方
が
宜
い
と
、
御
親
切
に
触
れ
廻
つ
て
呉
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

る
お
役
人
様
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
随
分
御
苦
労
の
こ
と
だ
」
と
い
う
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
干
渉
は
読
者
だ
け
で
は
な
く
臼
倉
甲
子
造
の
父
に
ま
で
及
び
つ
い
に

『
微
光
』
の
廃
刊
と
な
つ
た
こ
と
は
す
で
に
書
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
註
1
　
「
小
雑
誌
仲
間
」
（
へ
ち
ま
の
花
　
第
十
一
号
　
大
正
三
年
十
二
月
一
日
）

　
註
2
　
「
着
物
の
話
」
に
は
執
筆
者
名
が
な
い
が
、
こ
れ
は
臼
倉
甲
子
造
の
書
い

　
　
た
も
の
で
あ
る
（
談
）
．

　
註
3
　
第
六
号
（
大
正
四
年
三
月
二
十
日
）
の
「
編
輯
便
り
」

　
　
　
　
　
　
　
五
、
読
者
の
反
響

　
『
微
光
』
に
の
つ
て
い
る
読
者
か
ら
の
便
り
を
読
む
と
、
こ
の
時
代
の
重
苦

し
さ
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
。

　
○
『
微
光
』
発
刊
の
辞
に
我
等
は
無
主
義
、
無
方
針
の
雑
誌
を
発
刊
す
る
と
、

　
　
ア
』
斯
く
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
同
人
諸
兄
の
感
概
如
何
に
…
…
そ
の
深
き
奥

　
　
底
に
は
愛
の
涙
あ
り
、
打
て
ど
も
割
る
こ
と
な
き
義
の
扉
あ
り
、
而
し
て

　
　
其
処
に
希
望
の
光
明
、
死
す
と
も
生
く
る
永
遠
の
生
命
あ
る
を
。
（
東
北
の

　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

　
　
小
都
に
て
　
花
村
生
）

O
『
微
光
』
御
恵
送
被
下
難
有
御
礼
申
上
ま
す
、
誠
に
可
愛
ら
し
い
児
が
出

　
　
産
れ
ま
し
た
ね
え
、
い
く
ら
丈
夫
の
児
で
も
余
り
戯
悪
児
の
、
虫
持
で
、

　
　
早
死
し
た
り
し
て
は
つ
ま
ら
ん
、
そ
れ
よ
り
弱
い
児
で
も
無
事
に
成
人
し

　
　
た
方
が
い
い
ね
。
成
人
し
て
か
ら
は
勝
手
放
だ
い
を
す
る
だ
ろ
う
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

　
　
（
千
駄
ヶ
谷
の
住
人
、
斎
藤
兼
次
郎
老
生
）

　
O
光
は
快
よ
い
も
の
で
す
。
し
か
し
目
の
わ
る
い
私
に
は
あ
ま
り
眩
ゆ
い
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
二
九
六
）

　
は
見
た
く
な
い
。
闇
中
に
微
し
ば
か
り
の
光
を
認
め
る
の
は
い
か
に
嬉
し

　
く
、
ま
た
そ
れ
は
い
か
に
美
わ
し
い
も
の
で
し
よ
う
。
微
光
は
や
が
て
ど

　
こ
か
に
大
光
の
国
あ
る
こ
と
を
偲
ば
せ
ま
す
。
し
か
し
私
は
何
よ
り
先
き

　
に
私
の
堪
え
得
る
そ
の
や
さ
し
い
光
線
で
心
中
の
闇
を
照
ら
さ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

　
ぬ
。
（
大
阪
府
柏
原
、
高
田
集
蔵
生
）

○
ち
り
く
ば
ら
く
に
な
つ
た
昔
し
の
友
達
に
此
の
微
か
な
光
の
お
蔭
で

　
逢
う
こ
と
の
出
来
る
の
は
ド
ン
ナ
に
嬉
し
い
か
解
り
ま
せ
ん
．
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

　
（
磐
城
相
馬
、
孤
峰
生
）

○
（
前
略
）
『
微
光
』
は
微
々
た
り
と
も
火
が
燃
え
て
い
ま
す
。
　
こ
の
火
微

　
々
た
り
と
て
馬
鹿
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
燦
原
の
火
も
燧
石
り
一
撃
或
は
一

　
本
の
マ
ッ
チ
か
ら
起
る
の
で
す
。
一
困
一
流
の
際
会
す
る
と
き
は
如
何
な

　
る
大
結
果
を
生
ず
る
か
、
真
に
不
可
測
で
す
。
（
以
下
略
）
（
五
月
四
日
、

　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
在
仏
国
、
石
川
三
四
郎
）

　
以
上
、
読
者
の
便
り
五
通
を
ぬ
き
だ
し
て
み
た
が
、
ど
れ
だ
け
見
て
も
暗
い

谷
間
の
な
か
で
見
出
し
た
一
つ
の
か
す
か
な
光
に
た
い
し
て
生
き
の
こ
り
の
社

会
主
義
者
た
ち
が
ど
れ
だ
け
の
歓
喜
を
覚
え
、
そ
れ
に
期
待
し
た
か
が
わ
か
ろ

う
。
ま
た
歓
喜
と
期
待
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
に
、
受
難
の
時
代
を
『
微

光
』
が
は
た
し
て
乗
り
切
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
心
配
も
大
で
あ
つ
た
こ
と
が

あ
り
あ
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
片
山
潜
か
ら
の
通
信
を
全
文
つ
ぎ
に

掲
げ
て
お
こ
う
。

　
拝
啓
貴
下
御
気
嫌
よ
く
益
々
御
奮
闘
の
事
社
会
の
た
め
に
賀
し
ま
す
．
前
日

　
は
御
発
行
の
雑
誌
を
有
り
難
う
存
じ
ま
し
た
。
我
々
今
日
の
境
遇
は
実
に
困



な
る
境
遇
で
す
．
然
し
主
義
や
思
想
の
た
め
に
斯
る
境
遇
に
あ
る
と
思
え
ぱ

又
其
の
内
に
無
限
の
趣
味
と
一
種
の
慰
安
と
が
見
出
さ
れ
ま
す
．
社
会
の
進

歩
は
仲
々
早
い
。
欧
洲
戦
争
は
人
類
の
上
に
多
大
の
経
験
と
教
訓
と
を
与
弓

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
．
次
に
僕
は
渡
米
後
は
当
桑
港
の
労
働
界
に
身
を
投
じ

て
其
の
内
情
を
実
地
に
研
究
し
て
居
ま
す
。
排
日
運
動
は
今
や
上
流
社
会
に

波
及
し
て
寧
ろ
労
働
社
会
は
無
事
で
す
。
日
米
戦
争
の
あ
る
ま
で
は
無
事
で

し
よ
う
か
ら
御
安
心
を
乞
う
。
皆
様
に
宜
し
く
、
右
御
雑
誌
御
送
附
の
お
礼

か
た
ぐ
一
寸
申
上
げ
ま
す
．
益
々
御
自
愛
御
奮
闘
を
祈
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
桑
港
　
片
　
山
　
　
　
潜

註註註註註
54321前

篇
』

第
一
号

第
一
号
　
斎
藤
兼
次
郎
は
大
逆
事
件
を
生
き
ぬ
い
た
社
会
主
義
者
。

第
四
号
　
高
田
集
蔵
は
『
村
落
通
信
』
の
編
集
者
。

第
六
号

第
九
号
　
な
お
石
川
三
四
郎
の
手
紙
は
前
掲
『
埼
玉
県
労
働
運
動
史

　
（
六
〇
頁
）
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

戦

所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
後
記
）
　
論
文
の
形
を
と
る
た
め
に
文
中
臼
倉
甲
子
造
氏
の
敬
称
を
省
略
さ
せ
て

　
　
い
た
だ
い
た
．
本
論
文
発
表
の
た
め
に
臼
倉
氏
と
総
同
盟
五
十
年
史
編
纂
所
の

　
　
渡
辺
悦
次
氏
の
絶
大
な
る
協
力
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
特
に
記
し
た
い
。
こ
と

　
　
に
渡
辺
氏
の
協
力
に
は
深
く
感
謝
し
た
い
．

　
　
　
　
　
　
　
六
、
執
筆
者
名
そ
の
他

　
K
生
も
し
く
は
K
は
臼
倉
甲
子
造
（
ウ
ス
ク
ラ
カ
シ
ゾ
ウ
）
で
あ
り
、
碧
浪

も
し
く
は
碧
は
臼
倉
静
造
の
筆
名
で
あ
る
。
北
風
生
も
し
く
は
北
風
は
渡
辺
政

太
郎
で
あ
る
。
ま
た
草
水
山
人
は
渡
辺
、
野
枝
は
伊
藤
野
枝
で
あ
る
。
伊
藤
野

枝
は
臼
倉
と
は
交
際
は
な
か
つ
た
が
渡
辺
が
原
稿
を
も
ら
つ
て
来
た
だ
ろ
う
と

い
う
（
談
）
。

　
臼
倉
甲
子
造
は
今
日
埼
玉
県
大
宮
市
に
健
在
で
あ
り
、
『
微
光
』
は
臼
倉
の

　
　
　
　
『
微
光
』
総
目
次
と
解
説

五
三

（
二
九
七
）


